
U.D.C.る21.335.2

■DC3,000V,3′600HP 電 気 機 関 車
DC3,000V 3,600HP Electric Locomotive

水 越 正 義* 立 川 昭 三** 山崎佐
MasayoshiMizukoshi Shozo Tatekawa SakishiYamazaki

内 容 梗 概

1924年わが国最初の本線川電気機関車を製作し,以来今日まで長い経験を基としてたゆまぬ研究を続

け,数多くの機関車を送り出してきた日立製作所が,このはど戦後わが国電気機関車輸出の喘欠として

インド国鉄より直流3,000VllOt電気機関車をイソグリッシュ･エレクトリック杜に伍して3輌受注

に成功,このほど全納数現地に発送を完了した｡これにほ従来の経験と近代的設計とを採り入れ,現地

の高温多湿の特殊条件をも十分に考慮して製作した｡本機関車は客貨両用で,以下その構造,仕様およ

び特性について説明する｡

】.緒 言

戦後フランスにおける交流電化の実

･
‥
､力んカに 各

同鉄道もこれに大いに刺激を受け交流に移行する向きも

少なくなく,その発達iこはめざましいものがある｡しか

しなお鉄道電化の大多数は直流電化でありその長い 験

と最近の技術的進歩ほ.高速,高性能,大出力のものへ

と設計が向_としつつある｡

今r■■_りインド国鉄へ納入した本機E串ほ東部鉄道カルカ

ッタ地区に使用されるもので,その電化区間は弟l図

に示すとおりであるが,そのうち第一期工事とLてハウ

ラー駅からブルドワン駅間に 転されることが予定され

ている｡第二期電化区間としてはブルドワン駅からモガ

ルサライ駅までであるので,本機関車はハウラ駅からモ

ガルサライ駅まで使用される予定のもとに設計されてい

､●

本機閲串は上]立製作所が朝 鉄道など多年の経験を生

かし,これに近代的設計を加味し,現地の平均最高日蔭

渦度1170F(470C),最高湿度100%というような特殊条

件に十分に耐え柑るように設計製作されたものである｡

インド国鉄の事情によってブレーキ装置は英国ウェスチ

ソグハウス社製のものを 用し,点燈装置は英国ストー

ン杜,中軸受ほ英国テムケン祉のものを用いたほかほす

べて国産品を使用している｡

機関車各部の構造,設計は日立独白のものにして,十

分に性能を糞瀾できるよう製作されている｡特に主電動

機絶縁はBS規格のB瞳に準拠し,かつインド国鉄仕様

書にホされた周囲温度45GCの条件においても所定の運

転条件を満足しうるよう設計され,対熱特性に特に考慮

が払われている｡

保護装置も一般電気的保護装置のほか,乗務員の安全

に対しても十分なるものが施されている｡

なお主要材料はインド鉄道規格(Ⅰ.R.S)により,ほか

*
日立製作所水戸工場

** 日立製作所日立工場

第1図 インド国鉄カルカッタ地区線区

は英国規格(B･S･S)および日本工業規格(J.Ⅰ.S)によつ

ている｡

2･一 般 仕 様

機関串の一般仕様を弟1表に示す｡弟2図は機関車外

観を示す｡

3･機関車構造

3.1機器配置

機関車の機器配置を弟3図に示す｡すなわち高圧室,
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方 式

称 電 圧

気

定 格 電 圧

機関車性能(BS規格による)

1時間定格出力

1時間定格速度

1時間定格牽引力

最高安全 速度

客 賃 両 用

1131.tn

18.831.tn

Co--Co

5ft6in(1,676皿Dュ)

64ft3in(19,600mm)

12ft8in(3,860mm)
10ft Oin(3,050mm)

34ft7in(10,540mm)

16ft3in(4.955mm)
4ft Oin(1,220mm)

直流3,000V

直流2,900V

3,600HP

35.8mile/h(57.3km/h)

37,260bsl(16,900kg)

75mile/h(120km/h)

最大牽引力(粘着係数25%)61.7001bs(28,000kg)

動力伝 達 装 置

歯 車 比

主 電 動 機

台数および定格

平歯車1段減速釣掛式

51:16

6合一600HP,1,450V,330A,800rpm

補 機

電動発電送臥機

電 動機入力

発電機出力

送 風 機

ヌ＼

容

空

容

蓄J王

縮 機

量

排 気 機
Jl.

封且

乍昆 池

制 御 装 置

制御回 路 電:任

ノ ッ チ 数

制 動 装 置

台 車 形 式

車 体 形 式

2台

36kW,2,900V,12.4A,1,400rp血

14.5kW,110ヽ｢,132A,1,400Ⅰ-pnl

13,250ft8/min3リ8in水柱

2台(電動機駆劇)

44ft8/min 85～1001bs/′inセ

2台(電動機駆動)

200ft3/min,21in水銀柱

80セル,アルカリ型100Ah/10b率

非自動,非垂風間接制御,電磁空ムi

単位スイッチ式

直 流110V

由二列18

底並列10

並 列 8

弱め界磁(各組合せに対し)3

真空制御,直通空気ブレーキ装註およ

び手ブレーキ

3軸ボギー,一体鋳鋼f†仇 釣合突付

揺枕式台車

両運転台式,ノーズピース付 流線形

全幅車体

補機室, 別大に室転

第2図 機

され両運転室間ほ~j一字通路に

直流3,000Vの電圧の印加される高

圧機器ほすべて二つの高圧室内に配置され,各室にはそ

れぞれ1偶の引戸があって出入口となっている｡またそ

れぞれの高圧室ほ主として主電動機3台分の機器が配置

され,その隣り中火よりにそれぞれ完全に密閉された主

抵抗器室が続き,これは強制冷却方式が採られている○

送風機付電動発電機もそれぞれの高圧室に配置され吸込

口は直接外板那に設けられた空気辞退絶と風道で直接按

統されて,室内より空気を吸込まない構造になってい

るっそれぞれ送風機で凪道により3偶の主電動機,主抵

抗器の1群および高圧室内への塵妖の浸入を【妨ぐため室

内の空気圧を高めるた鋸こJ'l-‡いられる｡

補機室は両革端にそれぞれ設けられ,低圧機器すなわ

ち空気圧縮機,真空排気機, 圧結および低圧スイッチ

盤などが配置されている｡

運転室は左運転台式にしてそれぞれの前掛こほ計揖

盤,スイッチ類,主幹制御 およぴブレーキ弁などを配
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置し,パンタグラフ操作弁,各機器用スイッチおよびロ

ッカーなどほ仕切壁に設けられ,天井には扇風機が設け

られている｡

床下にはブレーキ部品を収納したキャビネットと蓄電

池箱を2台串の間に吊り下げてある｡運転室配置を第4

図に示す｡
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第5図

3.2 車

組 立

3軸ボギー,一体鋳鋼台枠,釣合染付揺枕式台単にし

て,特に良好なる走行特性をオJ~し,インド国鉄の半径

573ft(175m)のノースラックの曲線を安全に通過しうる

もので,保守,点検にも特別の考慮が払われている｡第

5図に台車外観を示す｡
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鋼製であるが,その大き

さは6,500mlnX2,500mm肉惇18mm と今までにない

大物である(弟d図)｡鋳造後の内部応力の除去には斗割こ

意を用い焼鈍をよくして,さらにプ･繰透視による1邪l;検

査を厳 に行っている｡軸受ほ英Hテムケンのローラべ

アリソグを用い,鋳鋼製軸箱と台革枠との摺軌妬こほそ

れぞれマンガン鋼の当板をつけて無給油状態でも耐摩耗

性をもたせてある｡レールへの横圧軽減のため第2,5位

を除く主電動機匠ほ横~友え装置がそれぞれ設けられてい

るミ｡各軸笛間にほ鉄板製の釣合梁を有し,釣合バネにほ

コイルバネ,枕バネには重ね板バネを僚川しているし･釣

合梁の軸笛へ接する部分にもマンガン鋼が川いられてい

る｡

基礎ブレーキ装f紬･よ1ナナ申にブレーキシリンダ4偶を

和し,制輪手ほ抱合せ式にしておのおのには榊川輪-■~川l減

装一置を有する｡手ブレーキは鎖およぴリンク式にして芥

台_申の片側のみにかかる構造であるし‥′

3.3 車 体

両運転台式ノーズヒース付流線形車佃こして.車体f｢

枠は矧如こ補強されたⅠ形鋼2本を申央濫儲けl･i-i側ほ満

形鋼を配し,横梁にて結び前後端にほ箱形端染を肯する

全熔接構造で, および堵載機器の 量に対して

十分なる強度と剛性を有するものである｡

柱柄ほし11形鋼を主体として一部鋼板プレス材を用いて

ある｡高圧妄および補機宅天井ほ機器の附し入れに十分

な広さを有する取りほずし屋根になっている｡側廊下外

板郡にほ機器取H用同定扉が設けられている｡ 転宅天

井および仕切壁には防熱,防肯のため外板と内張の間に

モルトプレーンを貼りつけてある｡

空 気 ブ レ ー キ 装 置 系 統 図

入口扉ほ運転室側~r帥こそれぞれ2筒所 端面にそれぞ

れ1箇所の内開き扉を有しそれぞれの扉ほ内側に忍錠が

設けてある｡正面同定窓は熱線の投入を防ぐため必要最

小限の大きさになっており,安全ガラスを用い,側面は

徽質1杖ガラスを川いた落し窓で内側にほ鉄製のシャツ

タが設けられている.機械室ほ 定式丸窓が片側3個ず

つ設けられている｡

送風機用空気炉過裾は厚さ50mmの金網を組合せた

もので取りほずし自由こなっており,この外側に打抜形

の鉄製鎧窓が外板を形成している｡

中体支持方式ほ心】111▲方式であ射底面には耐摩材を川い

ている｡

3.4 連 結 器

_■-t一珊端架に耽り付けられ,両側緩衝器と中火リンク式
引張装択をイけるインドl-司鉄標準品を使用している｡綬

術郡内にほコイルバネ,リンク式引張 置には筍バネを

用いている｡

3.5 ドアーインターロック装置

高圧宅入｣1扉には安仝装笛として機械式インターロッ

ク装置が施されている｡すなわち主幹御J御器を中封､潤

にして,パンタグラフを下降し,さらに主接地スイッチ

を接地せねば高圧童扉が開閉できぬようになっているl⊃

なお屋上へ上る踏段も高圧室扉が開閉できる状態になつ

ていなければ使用できない柄造になっている｡

3.る 空気ブレーキ

英田ウエスチングハウス方式を採用,真空制御直通空

気ブレーキ装置にして,その系統岡を弟7図に示す｡

すなわち機関車ほ空気ブレーキ,客賃率は真空ブレー

キ装澤カミ用いられている｡､なお空気圧および真空度があ
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Ll 立

性

る一定値以上になっていなければ機関車ほ運転できない

気的インターロックが施されている｡

3.7 鶴 装

配線ほすべて英国規格B.S.S.No.7により日立製作

所で製作した合成ゴムシース電線を使用し,電線トイ,

電線管を用いて配線されている｡トイ内はすべてワニス

処理されたガラスクロスで十分に保護されている｡端子

はA･M-P製ゾルダーレスターミナルを川いている｡

4.主 電 動 機

4.1主電動機の仕様

本機関車ほハウラーアサンソール問の主幹掠において

は急行および普通旅客列車またほ貨物列 用に,アサン

ソール~モガールサライ間では急行,普通旅客列車川,

さらにガヤーモガールサライ問で貨物列車用に使用され

るが現地の

求された｡

転条件に基いて下記のような運転性能が要

(1)架線電圧2,900Vにおける運転性鰍ま弟2表に

示すとおりであること｡

弟2表中の連続および一時間定格の温

値をこえてほならない｡

電機子巻線:850C(抵抗法)

固定子巻線:950C(抵抗法)

上昇は次の

整 流 子:900C(温度計法)

(周囲温度は日陰にて450Cになることがある)

弟8図に本機関車の速度一牽引力特性を示したが,

上記の諸条件をよくみたしていることがわかる｡

(2)最高運転速度は70mile/bとし,試運転の

最高安全速度ほ75mile仲とする｡各機器は最高安全

速度において電気的および機械的に保証されること｡

(3)630tの旅客列車を索引してハウラーーモガー

ルサライを普通運転するとき,その全走行時間は10時

第40巻 第7号
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間以内でなければならない｡さらにこの運転ではブル

ドワン,アサンソール,ダンパッド,ゴモーにて10分

停車,ガヤにて7分停車,そのほかの各駅にて2分停車

するが,この運転中および運転直後において主電動機

の温度上昇は(2)項の限度以内でなければならない｡
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(4)630tの旅客列車を牽引して,故高 度65mile/b

平均速度 55.5mile/b,制動減速度1mile/(bs)で

20mileの区間を往復するとき機関車の電力消費量ほ

838･5kWH以■卜でなければならない､つ

(5)2,600tの貨物列車を牽引して,最

mile/b,平均速度36mile/h,制動滅

度43

度0.5mile/(bs)

で20mi】eの区間を往復するとき機関申の電力消費ぶ

は2,0101【WH以下でなければならないく〕

弟9,10図に本機｢灯串の走行特性曲線せ宣す｡

以上の諸条件についで折重な検討を行った結果主電動

棟ほ下記の仕様が選定された｡

主電動機仕様(適川規格:.BS No.173-1941)

型番与チ:HS--373-Ar

型 式:EFCO--H60(閉鎖強制通風型,直巻界磁,

補極付)

1時間定宿600HP,1,450V,330A,800rpm(100%界磯)

連続定桁420HP,1,450V,231A,927rpm(100劣卵磁)

本機の相性曲線を第11図にホす､J

4.2 主電動機の構造

弟12図に水魔の外観を示す‥

木機は3,000V電気機関車岡としてほわが【二郎こて 作された故大容量の主電動機であり,耐圧試験電圧7,000V,

架線電圧3,500V相当の整流試験など高圧大容見直流機

としてのきびしい条件と,現地の周囲温度が高いために

申 837

第12図 主

すでに述べたとおり

動 機

転中の温度上昇限度が低く制約さ

れている点に設計L長大の考慮が払われた｡また本機の

材料はすべてBS規格によるものを使用し,各部の寸法

はすべて英l塵=童址衡によって設計,製作された｡電機子,

固定子巻線の絶縁ほBS規格B憧としガラス,マイカ,ア

スベストを使用し熱硬化性ワニスで処理して十分な耐熱

性を与えるとともに, 風機による強制通風をおこなつ

て十分な熱容量を石するようにしてある｡すなわち冷却

空気は送風機より通風渠を経て整流子側に導き,排気は

反整流子側の磁気枠上面のみより排山される｡本機は定

格端子電圧1,450V(最高1,600V)であるため良好な整流

条件を確保するために特に慎

わち電機子巻線ほ

された｡すな

ね巻として整流子片間電圧を適当な

値に保ち,主機,補極形状および空l原寸法にも十分な吟

味を行い,整流子片は銀入り硬鋼を使用してその抗張力

を高め,刷子ほ琉部を丸形構造として刷子の摩耗にかか

わらず常に良好な加圧状態が保たれるようにしてあり,

さらに三分割刷子を採用して整流特性の向上を期して

いる｡また本機の点検蓋,歯車箱の接合部などはすべて

耐水構造にしてある｡

本欄は完成後BS規格およびインド国鉄仕様割こよつ

て厳楢な性能試験が行われたがきわめて良好な成

さめた｡

をお

5･送風横付電動発電機

本機関車には2台の送風機付電動発電機が設けられ,

機関車の低圧電源として真空排気機(2台),空気圧縛機

(2台),蓄電池の充電用,電灯回路および制御回路の電

源として使用される｡また送風機は主電動機および主抵

抗器の通風用に便川される｡

仕 様(過州税楕 BS No.173-1941)

型番号 HG¶434--Br

型 式 EFCO-K(閉鎖自己通風型｣複巻界磁,補櫨

付)

∴直 動機 入力36kW,2,900V,12.4A,1,400rpm
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第14図 ′電車力発 ′壱･機特 性 曲 線 岡

第40巻 第7一片

i11:流発電機 =力14.5kW,110V,132A

送 風 機 風音ミニ13,250ft3/min,静風圧31/8in水柱

本機の外税を第13図に粕怖曲線を第H図に示す｡､

7一別鋸艶 =発電機ほ共通枠抑こ組み立てられ,苓電機子

ほ共通軸上に取り付けられているし また発電機側伽端に

ほ送風機の巽が■-11架されているが,この異にほ主機のほ

かに発電機側に補助翼を取り付けて,電動発電機の冷却

空気を電動機側から取り入れ,発電機側より排=するよ

うにしてある一 各部の材料は主電動機と同様にすべて

BS規格によって製作された｡絶縁ほ電機子,固定子と

もにB穐絶縁とし,電動機ほ複整流子型として架線電旺

が2,000Vより 3,500V に急変する場合にも支障のない

ようにi11流`l副生回転機としての十分な考慮が払われてい

る.

る.制 御 装 置

る.】制御装置

高混多湿な外気条件で安全確実に動作L,電気憐憫陣

の機能を十分発揮できるよう非自動非重辿間接式,電磁

および電磁空気式で次のごとき特筆すべき制御力式をと

っている-

(1)速度て聞御は1白二列18ノッチ,武並列10ノッチ,

並列8ノッチの計36ノッチで,直列,画並列および

並列の奔放終段で誘導分路ならびに無誘導抵抗による

弱界磁三三段を自由に使用できる｡したがって本機の辿

続ノッチは12ノッチの多数を有しているし〕

(2)弟15図の七回路つなぎに示すように,MIM2

M3グループとM4M5M6 グループの二群に辿る主

回路_仝電気機器ほおのおの独二､大して片方のグループだ

けで運転できるようグループ開放器を設けているし｡し

たがって高

の故障にこねし

≠節義
逆転闇
蛤/ 俺

界ら仁丹†各県抗富

三通旦･墜忌讃真宗鞠蓋∧ふ,++/

巧き斉ま坑_乱仏

第15図 DC3,000V電気機関車主回路つなぎ

､て

断器以外のいかなる主回路電気機器

もさl二分の川ノ｣で電気機関車の

能である｡また電動発

転が可

機,真空排

気機および空気圧縮機の補機ほ各2

台装備しいずれが頂故を起しても1

台での運凝が■■け能である｡第1d図

にDC3,000V 電気機関車主川路

明つなぎに､ド常運転およ 放開び

の場合の回路をホしてある｡

(3〕DC3,000V の高圧機器ほす

べて高H宅に灘められ,高圧回路の

すべてが接地電位にある時にのみ点

検ができるよう高圧室開閉扉と鎖錠

された接地スイッチ2個を設けてい

る｡

(4)3,000V高圧主トコl路にi･ま高

断器を設け,過電流継 器の指示
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第16図 DC3,000V掲気機【~某｣車】巨り路説Fリ巨)なき

宥い
断貨詮F‖本の引外しコイルによってい

かなる事故でも高速度に 断する｡なお常時｣三川路榊

閉は断流器による｡断流皆詩ほ2佃をi在列にして遮断容

量を十分大なるものとしているし.

(5)弟15囲にて明らかなるように平常あるいほ【jl｣

放運転のいかなる場合にも各回路の電機子電流1

回路分を読みとれるようご†三岡路電流計3組をオj■す

る｡

主電動機6個は2個ずつ3グループよりなり,芥回路

にほ各2個宛の断流離と芥1
よ仙･ト

l胤の偶 電器をれ▲L (

遮断耕によ

する

関 串 839

おり,また主祇扶轟は2グルー7｢からな

り主附別御拷;‡で組合せ中位スイッチによ

り｣ミ1壱動機のLlⅥ札i甘畝列,帝列制御と

主択扶鋸の直列ならびに並列制御を行

い, 紋ノッチを表ホ灯によi)知ること

ができて運転に便ならしめている(ユ MI

M3 と MIM6:†∴電動機には空転警報継

電器でその空転を検=L砂撒きと ト･.刀

による衰ノjミを子~J二う｡主回路の過電流ある

いは接地そのほか~邪故の

電皆詩あるいは■許速度

電流継

断器の引外しコ

イルにより倹‖L,さらに架線電圧が

2,000V以下の運転不能に近い電圧に下

った時は低電址継電灘で検=し,

を働桁
-
1 するとr■那加こ ホ灯で表示

行パンタグラフにほそれぞれ斬路轟を設け,いずれの

運転室からも各1個ずつ上げ,~卜げにほ2個同時に遠隔

操作できるようになっているしJ圧縮壁宝ミのない帖ほ蓄電

池によリバンタグラフ川空気月三船機を駆動して操作す

る｡蓄電池は非常の場拾の電源とLて備えている｡

蓄電据付避雷揖2組を付属L,蓄竃婚は18kVのサー

ジ′副1三に耐えるものとなっている..｡

電動発動機ほ3,000Vの`温磁接触岩翫こより起動し,過

率 孝
嚢牽樵寒露藁 】.＼′､〟 ダえぎ㌢

方ダ㌢ミ†

牒肇旅軽輩葦
濾首メ 〟】/月
i j

毒気濠哀詩率′‡≧.き､ 搾〆 蓉ビ
濃空･j≒喜

･; ′ ~■■~~`■■-■``■■■■■…■一一一■■仙■‥'■薩顔

;ぎ･兼敏薦:;親許小萱萱㌻辛 葺 那月

†

第17l.¥114.5kW一ぷ 勃 発 電 機 送 帆 機 の 起

時間(妙) J g ∂

潔級奄J霹∈

Z錮

… 青 葉妻;
暮

発電録電圧由〆 跡畑
----…信Ⅳ

凋㍍-､

u

鹿β.
発音礫電流皇 環

妻 牽バ 憂

蓄電池電圧車ダ
】 脚卜 車 重藁…≡

遠点 :藤根
､三ニ′､′率三

温恕渦魔凍~;≠尉

三億動機整流講義 墓
I †′

第18図14.5kW乍E動発′心機送風機の入力電り三巾断特性



840 昭和33年7月

流事故のときほ

日 立 評 第40巻 第7号

動発電機用過電流継

器によりその電磁接触器で 断の目的

をも達する｡なお起動抵抗,起動電磁接

触器と起動継電器により主電動機の起動

を円 ならしめるr

電動機発電機の起動粕牲ならびに入力

電圧を弓1断したときの生別-′kを弟17図と

弟】8図に示す｡

電気機関車単機あるいほ列軍全体のブ

レーキには圧縮空気ブレーキと真空ブレ

←キとを-†ii独あるいほ両方使用し,真や

曙間

乍義持コイル蚤讃

u
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第20岡 島速度遮断器の遮断特性の一例

52

排気機,選択スイッチ,真空ブレーキ介,排気磯トリガ

ースイッチの操作により2個の真空排気機の禅独あるい

は並列運転制御,真空排気機の 蛙てl淵瑚および電気機

関串と列車の切放し運転時のブレーキ制御を行うことが

できる｡

高圧用 圧計と低電圧継 器回路には3,000Vの筒形

ヒューズを,また低圧回路にはデァ 断器と低圧

ヒューズによってその保護を完全なものとしている｡運

転室ほ3段階の 度制御が可能な電気天井扇風機を有

す｡

d.2 制御機器

日照温度1550F(68.50C),日陰温度1170F(470C)湿度

100%の高温多湿の中にあってDC3,000Vの制御機能

を十分発揮できるよう1,500V電気機関車ほもちろん,

従来製作せる3,000Vの制御機器を基としで性能の点に

おいて飛躍的に進歩したものとなっている｡すなわち機

器はすべてBS規格またはIRS規格により製作され,単

位スイッチや逆転器の空気シリンダーに使用せるバッキ

ソグおよびグリースは特殊気象条件を考 してネオプレ

ーソパッキングならびにシェルアルバーニアグリースと

した｡また導電部の絶縁距離ほ機器の寸法を極端に大き

第19図 高速度 遮断 器

第21図 単 位 ス イ ッ チ

くしないで十分なものとするためにたとえば特殊絶縁つ

ばを使用するなどいろいろと細心の注意が払われてい

る｡電磁コイルの絶縁ほ 殊処理とし,通電部分はもち

ろんすべての絶縁物ならびに各部品の発錆に対する塗り

およぴメッキに関しても長期間の使用に耐えるものとな

っている｡

第け図にその外観を示すように 晶速度 断器の投入

は電磁空気操作で,保持コイルにより主回路の閉路を保

持し

により

流は引外しコイルによって引外し,戻しバネ

に開路 断される｡アークシュートの吹消容

竜と導電灘の絶縁はDC3,000V回路の 断器としてそ

の惟能を十分発揮できるものとなっている｡その遮断特

性の一例を第20図に示す.｡

準位スイッチほ舞21図に示すように絶縁接手と主l叫

路リード線の保護,アークシュートなどは3,000V用と

して特殊設計となっている｡その遮断特性の一一例を弟22

図に示す｡

主琉抗器は普通運転ほもちろん,｢最初の6ノッチ連

続使用できること｣｢2,600tを牽引して1/400の上り勾

配を3Iしり連続起動が可能であること｣などの特殊条件を

満足するため大牢鼓のものとなっているが,3点支持ス
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第22国 単位スイ ッチの遮断特性の一例
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第23図 主 抵 抗 崇拝 椚

第24図 主回路用遇電流継電器

ティールグリッド抵抗器を強制通風して極度にヰ緑封ヒし

ているr〕

弟23図に主 杭器をホす｡また補助蹟抗裾はニタロ

ム線を碍子に巻いた巻線型抵抗器のほかに電動発電機用

直列抵抗器ならびに起動姐紆矧･よリボン航続離とし合川

途に合致した拭杭器を採用しておのおのその機能を十分

に せしめるものとした｡

継電器類はそ機能に応じた形のものを採川し,細こ~岳

第25図 接 地 ス イ ッ チ 第26図 高圧ヒューズ
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第27図 〒lミ幹制御器

白二の絶縁と動作の催実,兵力命のものとしている｡

三i三回路過′流継電器ほ第24図に示すように高圧と低

圧ならびに接地間の絶縁ほ3,000Vに十分耐え,補助If-1路

に防 保護用プラスチックカバーを採用している｡

スイッチ
,特に主回路mのパンタグラフ断路器,接
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第28同 駅浜港 で舶精 申 の 電気 機関 車

地スイッチ,グループ闘放器などは特殊絶緑つばを射す

るモールド取付フレームに取り付けられ,外形~､J▲法を巌

小限度にとどめ小型のものとし得た.一ニー接地スイッチの外

観を第25図にホす｡

l研一ミ3,000V ヒューズほ弟2る図にホすように一拍殊椚

孤剤を封入せるスパイラルヒューズで良好なる

を有する(〕

柑断

主幹†1胡絆船ほ主シリンダ,逆転シリンダおよび弱卯磁

シリンダをイJ▲し,これら相互間に次のような機械的銚錠

を設けている.｡.

(1)土ハンドルほ逆転ハンドルが前進またほ後進位

置のみで操作しうる｡

(2)逆転ハンドルほ主ハンドルが｢切｣位鍔のみで

動かしうる.〕

(3)弱卵磁ハンド)レほ主ハンドルが庇列,軒並列お

よび並列おのおのの戚終ノッチにある時のみ弱〆〕界磁

ができる｡

(4)主ハンドルの進めは弱界磁ハンドルが｢切｣ぐ仝

界磁)†､ヒ置にあるときのみ操作できる._1

r5)二i三ハンドルの寂しほづ弓ハンドルがいかなる位閏

でも操作~■Tr能であるJ

以_l二のように後難な機械的誹錠を存するが,簡甲碓一夫

な構造としているので渡りノッチを入れて計42段を=

消極･伏に据作することができる｡弟27図にその概観を

′｣ミす-ノ

以上制御機器の概要と主要機据について説明したが従

来の経験をもととしてすべての点において改良を加えた

ものであるので甘酢な気象条朝と 転にも絶対イ.‡板でき

る制御照となっている｡弟28図に船寸費情況のγ真を示

す1

7.結 言

戦後輸J11電気機関車第1陣として1-_!尋内用機関申と異な

る時々な困難な条件を克服し待た本磯の完成を機に木機

【期中の構造,性能の概

作

した.｡

こ当ってはインド国鉄の代理として終始検盃

の任iこ当られた日本国れ`鉄道東京鉄道機器製作監督頬務

所の関係行位に厚く御礼巾上げる次第であるL.｣




